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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」
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は
、
平
成
23
年
２
月
７
日
か
ら
平

成
25
年
11
月
19
日
ま
で
で
す
。

　

議
員
と
な
ら
れ
た
２
人
の
方

に
、
抱
負
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し

た
。　
　

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

①
好
き
な
言
葉
（
座
右
の
銘
）

②
趣
味

③
抱
負
、
目
標
な
ど

　
　
　

　

阿
武
町
議
会
議
員
の
欠
員
に
伴

う
補
欠
選
挙
が
、
２
月
１
日
に
告

示
、
定
員
２
人
に
対
し
新
人
２
人

が
立
候
補
。
他
に
立
候
補
が
な
く

無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
に
は
当
選
証
書
付
与

式
が
、
役
場
３
階
委
員
会
室
で
行

わ
れ
、
佐
伯
崧
選
挙
管
理
委
員
長

（
選
挙
長
）
か
ら
当
選
証
書
が
付

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
議
会
議
員
の
任
期

私たちの代表  新人２人決まる！！私たちの代表  新人２人決まる！！
阿武町議会議員補欠選挙  無投票で

２月７日に就任

新
人
２
人
が
当
選

新
議
員
に
抱
負
な
ど
を
聞
き
ま
し
た

新しい阿武町議員
（届出順・敬称略）

当　長嶺吉家　　新　福賀（栃原）
当　中野祥太郎　新　奈古（木与）

役場委員会室で行われた当選証書付与式の様子

議
員
の
皆
さ
ん
に

    

う
か
が
い
ま
し
た

な
が　

み
ね　
　
よ
し　
い
え

長
嶺 

吉
家
（
55
歳
・
栃
原
）　

当
初　

①
至
誠
、
不
易
流
行

②
音
楽
・
ラ
イ
ブ
鑑
賞

③
阿
武
町
は
、
少
子
高
齢
化
、

過
疎
、
若
者
の
担
い
手
不
足
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

に
向
け
、
今
こ
そ
み
ん
な
の
力

を
合
わ
せ
て
、
底
力
を
発
揮
す

る
時
で
す
。

　

先
人
達
の
知
識
と
経
験
、
技

や
感
性
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
世

代
に
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
宝
を
掘

り
起
こ
し
、
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら「
郷
土
愛
」に
あ
ふ
れ
、

「
誇
り
」
を
持
て
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
皆
様
方
と
共
に

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

な
か　

の　
し
ょ
う　

た　

ろ
う

中
野
祥
太
郎
（
56
歳
・
木
与
）　

当
初　

①
「
お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き

世
を
お
も
し
ろ
く
」
②
釣
り

③
私
は
、
奇
遇
に
も
阿
武
町
が

誕
生
し
ま
し
た
昭
和
30
年
１
月

１
日
に
木
与
で
生
ま
れ
、
56
年

間
大
き
な
不
自
由
も
な
く
木
与

で
育
ち
、
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
か
ら
、
町
に
若
者

や
子
供
の
声
が
少
な
く
な
り
元

気
が
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
若
者
、
子
供
が
定

住
し
や
す
い
環
境
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
弱
者
、
買
物
弱

者
と
い
っ
た
単
語
が
生
ま
れ
、

阿
武
町
に
お
い
て
も
年
々
そ
の

よ
う
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や

す
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

単
独
町
政
の
財
政
健
全
化
を

踏
ま
え
て
、
皆
様
の
声
を
十
分

反
映
し
、豊
か
で
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
に
誠
心
誠
意
努
め
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



　

平
成
23
年
第
１
回
阿
武
町
議
会
臨
時
会
が
、
２
月
９
日

に
開
か
れ
発
議
２
件
、
報
告
１
件
、
議
案
３
件
が
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・・
町
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
副
委
員
長
に
清
水
教
昭
議

　

員
・・
監
査
委
員
に
末
若
憲
二
議
員

・・
専
決
処
分
で
は
、
補
正
予
算
（
第
４
回
目
）
町
議
会
補

　

欠
選
挙
関
係
経
費
の
予
算
計
上

・・
補
正
予
算
（
第
５
回
目
）
で
は
、
八
幡
橋
橋
梁
補
修
関

　

係
経
費
な
ど
の
予
算
計
上
で
す

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

　

４
月
に
行
わ
れ
る
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
説
明

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
と
き　

３
月
２
日（
水
）
午
後
２
時
〜

◆
と
こ
ろ　

萩
市
役
所　

大
会
議
室

◆
説
明
内
容　

・・
立
候
補
届
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・・
選
挙
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・・
選
挙
公
営
の
手
続
き
に
つ
い
て

※
説
明
会
の
出
席
者
は
一
候
補
者
に
つ
き
３
名
以
内
。

　

ま
た
、
説
明
会
で
届
出
関
係
書
類
を
渡
し
ま
す
の
で
、

　

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
0
8
3
8
―
25
―
２
９
１
２

「
に
げ
な
い
心
」「
気
配
り
」
が
要
求
さ
れ
る
。

　

人
間
同
士
の
信
頼
関
係
に
男
性
女
性
は
関
係
な
い
。

災
害
の
現
場
で
の
報
道

　

平
成
21
年
７
月
の
防
府
市
の
豪
雨
災
害
「
ラ
イ
フ
ケ
ア

高
砂
」
で
被
害
に
遭
っ
た
人
を
対
象
に
、
被
害
に
あ
っ
た

後
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
検
証
す
る
番
組
を
製
作
。

　

25
分
の
番
組
を
山
口
局
の
４
年
目
の
女
性
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
ベ
テ
ラ
ン
が
分
担
し
、
多
く
の
方
が
取
材
を
拒
否

さ
れ
る
中
、
若
い
女
性
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
き
ち
ん
と
人
間

関
係
を
作
っ
て
取
材
し
、
番
組
を
製
作
し
た
。
謙
虚
さ
と

素
直
さ
が
報
道
の
現
場
で
は
必
要
。

　
「
防
府
豪
雨
災
害
」
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
10
日
間
緊
急
報
道
を
出
し
続
け
た
。

す
べ
て
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
は
、
男
性
93
人
女
性
11
人
、
全

体
で
は
１
３
０
人
が
働
い
て
い
る
。
局
長
の
仕
事
は
「
プ

レ
イ
ン
グ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
方
向
性
を
示
し
て

い
く
こ
と
と
、
責
任
を
取
る
こ
と
。
セ
ク
シ
ョ
ン
、
垣
根

を
低
く
し
、
山
口
局
の
力
を
１
２
０
％
引
き
出
せ
る
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
仕
事
は
「
す
べ
て
は
地
域
の

み
な
さ
ん
の
た
め
に
」
と
い
う
精
神
で「
知
ら
せ
る
べ
き

情
報
」
を
「
知
ら
せ
る
べ
き
時
」に
流
せ
る
か
が
重
要
。

地
域
が
変
わ
れ
ば
日
本
が
変
わ
る
先
進
事
例
を
紹
介

◆「
柚
子
」
で
地
域
お
こ
し
を
し
た
高
知
県
馬
路
村　

◆

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
徳
島
県
上
勝
町　

◆「
ワ
イ
ン

が
町
を
救
う
」
大
分
県
都
農
町　

◆「
質
の
良
い
間
伐
材

加
工
で
持
続
で
き
る
林
業
」三
重
県
海
山
町　

◆「
少
量

他
品
種
」大
分
県
大
山
町

町
づ
く
り
に
は

　

地
域
の
魅
力
を
、
ひ
か
り
輝
か
せ
る
こ
と
。
他
者
の
視

線
で
足
元
を
見
つ
め
直
す
。「
量
」よ
り「
質
」の
時
代
。

よ
り
「
美
し
く
」、
よ
り
「
優
雅
に
」、
よ
り
「
良
い
も

の
を
」
の
こ
だ
わ
り
が
必
要
。
「
知
恵
、
知
識
、
情
報
」

新
し
い
魅
力
を
ど
う
発
信
で
き
る
か
が
鍵
。

　

町
内
の
各
種
団
体
長
が
集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
う
年
頭
の
交
流
会
「
平
成
23
年
新
春

懇
話
会
」
が
２
月
９
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
講
演
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
長
・
大

西
春
菜
さ
ん
が
「
放
送
局
の
現
場
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
し
て
国
宝
薬
師
寺
展
な
ど
の
展
覧
会（
有

料
）
を
企
画
。
美
術
館
と
組
ん
で
２
〜
４
年
か
け
て
企
画

を
練
り
、
方
向
性
が
違
う
中
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
。

　

外
国
と
は
「
国
」
を
相
手
に
、
日
本
で
は
「
個
人
」
や

「
お
寺
」
を
相
手
に
貴
重
な
も
の
を
お
借
り
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
国
民
の
み
な
さ
ん
の
受
信
料
で
運
営
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
赤
字
は
出
せ
な
い
。

　

国
宝
薬
師
寺
展
は
50
万
の
入
場
者
を
予
定
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
の
宣
伝
効
果
も
あ
り
来
場
者
79
万
人
を
達
成
。

「
基
本
的
な
や
さ
し
さ
」「
に
げ
な
い
心
」「
気
配
り
」

　

い
ろ
い
ろ
な
経
験
の
中
で
１
人
で
は
何
も
出
来
な
い
。

人
間
同
士
の
信
頼
関
係
が
全
て
と
い
う
こ
と
を
痛
感
。

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
資
質
は
「
基
本
的
な
や
さ
し
さ
」

3

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

平
成
23
年 

第
１
回
議
会
臨
時
会　
２
月
９
日

新春懇話会

　大西さんは東京都の出身。東
京大学文学部を卒業後、ＮＨＫ
に入局。主にのど自慢のような
公開番組や国宝薬師寺展といっ
た展覧会、福祉、スポーツイベ
ントなどの企画・製作を手がけ
て来られました。
　平成21年６月にＮＨＫ山口
放送局の局長にご就任。開局
70周年の山口放送局の歴史の
中で、初の女性局長、全国でも
最年少の局長です。

す
べ
て
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に

新
春
懇
話
会
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局

　
　
　
　
　

大
西
春
菜
局
長
が
講
演

大
西
春
菜
さ
ん

だ
い　

に
し　

は
る　

な
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「
鬼
は
外
」
「
福
は
内
」
と
園
児
の
元
気
の
良
い
声
が
２

月
３
日
、
み
ど
り
保
育
園
に
ひ
び
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
節
分
の
豆
ま
き
が
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
の
職
員

の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

豆
の
か
わ
り
に
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
「
い
じ
わ
る
鬼
」
「
泣
き

虫
鬼
」
「
の
ろ
ま
鬼
」
「
好
き
嫌
い
鬼
」
に
投
げ
つ
け
鬼
を

撃
退
し
ま
し
た
。

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

　

新
春
恒
例
の
み
ど
り
保
育
園
も
ち
つ
き
大
会
が

１
月
15
日
に
本
園
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
保
護
者

や
子
ど
も
達
、
総
勢
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
会
の
お
と
う
さ
ん
が
餅
を
つ
い
た
後
、

子
ど
も
達
は
、
子
ど
も
用
の
き
ね
で
ほ
っ
か
ほ
っ

か
の
も
ち
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

　

紅
・
白
・
緑
の
三
色
の
も
ち
を
祖
母
や
お
母
さ

ん
が
切
り
わ
け
、
顔
や
服
を
真
っ
白
に
し
て
お
餅

を
丸
め
ま
し
た
。

そ
の
後
は
全
員
で

お
も
ち
パ
ー
テ
ィ

ー
。子
ど
も
達
は
、

あ
ん
こ
も
ち
、
き

な
粉
も
ち
、
し
ょ

う
ゆ
お
も
ち
を
お
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

阿
武
町
若
者
交
流
グ
ル
ー
プ

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｙ
ー
Ａ
Ｂ
Ｕ
（
会
長
・

岡
村
僚
太
）が
、「
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
や
っ
ち
ゃ
る
交
流
会
」
を
２

月
６
日
に
広
島
県
芸
北
高
原
の

大
佐
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
、
町

内
外
の
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
ス
ノ
ボ
ー
教
室
を
行

い
、
経
験
者
が
初
心
者
を
優
し
く
レ
ッ
ス
ン
。

　

後
半
は
、「
ソ
リ
花
世
界
選
手
権
」（
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
の

ソ
リ
版
）を
開
催
。
今
回
は
バ
ラ
の
花
を
チ
ー
ム
ご
と
に
争

奪
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
堀
尚
平
さ
ん（
惣
郷
）は
、
「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
町
内
で
こ
ん
な
楽
し
い
集
ま
り
が
あ
る
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加

し
て
い
き
た
い
で
す
！
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｙ
ー
Ａ
Ｂ
Ｕ
は
、
夏
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
冬
は
ス

ノ
ボ
ー
と
様
々
な
交
流
行
事
を
企
画
・
運
営
し
、
ス
ポ
ン
ジ

テ
ニ
ス
は
毎
週
木
曜
日
午
後
８
時
か
ら
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
中
で
す
。
◆
問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局
・
役
場
民
生
課　

石
田
☎
２
―
３
１
１
３
ま
で

親子で「よいしょ、よいしょ」
みどり保育園でもちつき大会

　

宇
田
郷
地
区
の
地
域
交
流
・
高
齢
者
福
祉

複
合
施
設
「
ひ
だ
ま
り
の
里
」
の
地
域
交
流

ス
ペ
ー
ス
「
喫
茶
オ
ー
ド
リ
ー
」
で
、
市
河

義
人
竹
細
工
展
が
２
月
１
日
〜
７
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
河
義
人
さ
ん
（
85
歳
・
下
東
郷
）
は
、

竹
細
工
歴
70
年
。
14
歳
の
時
、
父
か
ら
教
わ

っ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
現
在
ま
で
匠
の
技
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
父
親
が
手
ほ
ど
き
し
て
く
れ
、

後
は
見
て
お
ぼ
え
ま
し
た
。
編
み
方
は
、
自

分
の
カ
ン
が
た
よ
り
で
す
。
農
閑
期
の
夜
、

み
ん
な
が
寝
静
ま
っ
て
か
ら
良
く
作
業
し
て

い
ま
し
た
。
竹
細
工
で
大
変

な
の
は
、
竹
ヒ
ゴ
作
り
で
、

ヒ
ゴ
作
り
に
適
し
た
竹
は
、

赤
土
の
土
壌
で
杉
林
の
中
に

生
え
て
い
る
も
の
、
節
の
間

が
長
く
肉
の
厚
み
が
薄
く
、

粘
り
が
あ
る
も
の
で
す
。
私

は
、
素
朴
な
作
品
を
作
る
の

が
好
き
で
す
。
作
品
が
完
成

す
る
と
や
は
り
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
市
河
さ
ん
。

竹細工歴７０年の技を披露
ひだまりの里で

福賀の市河義人作品展

若者交流グループ
サニーＡＢＵが
スノボーで交流

４匹の鬼が来襲！？
みどり保育園で
節分の豆まき

サ　
　

ニ　
　

ー

ア　
　

ブ

サ　
　

ニ　
　

ー

ア　
　

ブ

指
導
を
す
る
市
河
義
人
さ
ん（
左
）

14
歳
の
時
に
製
作

し
た
作
品（
左
）

木目込み人形

町内外から16人の若者が参加
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福
賀
木
目
会
（
代
表
：
木
村
菊
人
さ
ん
他

会
員
３
人
）
が
県
産
材
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
商

品
化
し
た
「
組
み
木
の
日
本
地
図
」
が
、
県

内
の
小
学
４
年
生
、
５
４
８
学
級
に
配
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興
公
社
が
、

日
頃
か
ら
木
を
使
っ
た
学
習
教
材
に
子
ど
も

達
が
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
心
身
や

森
林
、
樹
木
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
欲
し

い
と
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

「
組
み
木
の
日
本
地
図
」
は
、
ヒ
ノ
キ
の

一
枚
板
（
厚
さ
２
セ
ン
チ
）
を
47
都
道
府
県

に
電
動
ノ
コ
ギ
リ
で
く
り
ぬ
き
、
サ
ン
ド
ペ

ー
パ
ー
で
仕
上
げ
る
も
の
で
、
木
目
や
木
の

感
触
、
香
り
が
特
徴
で
す
。

　

年
間
の
製
作
数
が
、
１
５
０
セ
ッ
ト
程
度

な
の
で
今
後
５
年
間
か
け
て
県
内
の
小
学
校

に
配
付
さ
れ
ま
す
。

　

代
表
の
木
村
菊
人
さ
ん
（
90
歳
・
久
瀬
原
）
は
、「
子
ど

も
達
に
ヒ
ノ
キ
の
香
り
、
木
の
感
触
を
感
じ
て
欲
し
い
で
す

ね
。
地
図
の
形
を
、
目
で
見
た
り
、
手
で
さ
わ
る
と
都
道
府

県
の
形
や
位
置
が

お
ぼ
え
や
す
い
の

で
は
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

「
阿
武
町
ご
は
ん
の
日
」
給
食
交
流
会
が
、

１
月
26
日
阿
武
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
阿
武
町
ご
は
ん
の
日
」
は
、
地
産
地
消
を

推
進
し
よ
う
と
、
３
年
前
か
ら
毎
月
１
回
程
度

町
内
の
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
黒
米
ご
は
ん
、
魚
の
ご

ま
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き
、
み
そ
汁
、
み
か
ん
、

牛
乳
で
、
黒
米
は
奈
古
・
筒
尾
産
、
魚
は
、
阿

武
町
近
海
で
獲
れ
た
サ
ワ
ラ
、
み
そ
汁
の
具
材

（
み
そ
、
白
菜
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、ネ
ギ
、
ワ
カ
メ
）

は
全
て
阿
武
町
産
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
試
食
に
参
加
さ
れ
た
中
村
町
長
は

「
私
が
中
学
生
の
時
は
、
パ
ン
食
が
主
流
で
し

た
。
給
食
が
出
来
る
ま
で
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
手
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
生
産
さ
れ
る
方
、

調
理
さ
れ
る
方
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て

食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。　

　

小
田
教
育
長
は
、「
今
後
も
地
元
関
係
者
と
協

力
し
『
阿
武
町
ご
は
ん
の
日
』
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
す
。

福賀木目会の「組み木の日本地図」
を県内の小学校に配付
県内の４年生、５４８学級へ

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら

ん
ど
萩　

家
の

光
ク
ッ
キ
ン
グ

・
フ
ェ
ス
タ
が

１
月
15
日
、

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
萩
・
阿
武
地
区

か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
の
同
女
性
部
と
、（
社
）家

の
光
協
会
で「
萩
を
ま
る
ご
と
た
べ
ち
ゃ
お
う
！
」の
テ
ー
マ

の
も
と
、
地
元
産
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
会
や
料
理
研

究
家
の
濱
田
美
里
さ
ん
の
講
演
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
並
ん
だ
の
は
、
地
元
産
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、

奈
古
地
区
の
宇
久
集
落
で
栽
培
さ
れ
た
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た

サ
ワ
ー
サ
ラ
ダ
、
福
賀
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
の
オ
ム
レ
ツ
、
阿
武
・
萩
産
大
豆
を
使
っ
た
き
な
粉
入

り
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
奈
古
地
区
の
キ
ウ
イ
を
使
っ
た
イ
チ
ゴ

と
キ
ウ
イ
の
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
か
け
、
伝
統
料
理
・
萩

の
夏
み
か
ん
寿
司
な
ど
の
６
品
が
並
び
ま
し
た
。
野
菜
を
使

っ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
は
参
加
者
か
ら
大
好
評
で
し
た
。

　

当
日
は
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
も
招
待
さ
れ
、
地
元

産
食
材
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

地元産食材を
まるごと食べちゃおう！
ＪＡクッキング・フェスタを開催

メイドイン阿武町の食材をふんだんに
「阿武町ごはんの日」交流会を開催

中村町長も生徒と一緒に試食

5

代
表
の

木
村
菊
人
さ
ん

ヒノキを使った「組み木の日本地図」

宇久のニンジン、福賀のホウレンソウ、大豆、
キウイフルーツを使ったメニューが並びました。

料理研究家の
濱田美里さん

「
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
黒
米
ご

は
ん
、
魚
の
ご
ま
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
焼
き
、
み
そ
汁
」
具
材
は

す
べ
て
阿
武
町
産
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福
賀
地
区
新
春
懇
話
会
・
新
年
互
礼
会

　

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
・
福
賀
昭
和
会
・
福
賀
婦
人
会
合
同

の
新
春
懇
話
会
と
新
年
互
礼
会
が
１
月
20
日
（
木
）
に
の

う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
話
会
で
は
、
中
村
町
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
小
さ

く
て
も
個
性
が
光
る
自
立
し
た
町
づ
く
り
」
と
題
し
た
講

話
の
中
で
、「
厳
し
い
財
政
で
あ
る
が
、

雇
用
の
場
の
確
保
等
に
よ
る
人
口
定
住

対
策
や
産
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
『
買

物
難
民
』
解
消
の
た
め
の
住
民
の
足
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
」
な
ど
を
話
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
を
兼
ね
た
互
礼
会
で

は
、
中
村
町
長
を
囲
み
懇
親
の
環
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
賀
地
区
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

福
賀
地
区
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
１
月
９
日
（
日
）

に
22
チ
ー
ム
87
人
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

優　

勝　

ブ
ル
ー
ト

準
優
勝　

選
抜
チ
ー
ム

第
３
位　

Ｕ
Ｆ
Ｓ
Ｔ

【
個
人
の
部
】

男
性　

優　

勝　

金
田
浩
祐

　
　
　

準
優
勝　

山
本
秀
征

　
　
　

第
３
位　

市
原
茂
甫

女
性　

優　

勝　

吉
岡
享
子

　
　
　

準
優
勝　

藤
田
恒
代

　
　
　

第
３
位　

竹
内
宏
子

宇
田
郷
地
区
冬
期
子
ど
も
会
大
会
開
催

　

１
月
９
日
宇
田
郷
地
区
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
が
、

冬
期
子
ど
も
会
大
会
を
開
催
。

　

今
年
は
、
北
九
州
市
で
ス
ケ
ー

ト
と
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
手
す
り
を
持
っ
て
恐

る
恐
る
滑
っ
て
い
た
子
ど
も
達

は
、
い
つ
の
ま
に
か
リ
ン
ク
中
央

を
ス
イ
ス
イ
と…

。
し
か
し
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
は
手
す
り
か
ら
な

か
な
か
離
れ
な
い
人
も…

。

　

食
事
後
の
自
由
時
間
で
は
、
子
ど
も
全
員
が
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
行
く
の
か
と
思
い
き
や
最
後
ま
で
ス
ケ
ー
ト
を

楽
し
む
子
ど
も
達
も
い
て
、
一
段
と
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
子
ど
も
達
に
ス
ケ
ー
ト
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

宇
田
郷
地
区
新
春
の
集
い
開
催　
　

１
月
16
日

　

宇
田
郷
地
区
新
春
の
集
い
が
、
議
員
、
自
治
会
長
、
団

体
長
ら
26
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
さ
ん
を

お
招
き
し
、
町
政
の
取
り
組
み
や
、
自
治
会
と
な
っ
て
か

ら
の
宇
田
郷
地
区
の
活
動
等
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
膝
を

交
え
て
の
大
変
有
意
義
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

「
２
０
１
１
・
新
春
お
年
玉
付
き
」

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

１
月
13
日
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
28
人
参
加
）

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】　
　
　
　
　
【
レ
デ
ィ
の
部
】

優　

勝　

伊
藤
繁
汎（
宇
田
中
央
）
近
藤
利
津
子（
宇
田
中
央
）

準
優
勝　

藤
村
マ
ツ
子（
宇
田
中
央
）
光
永
伸
子（
宇
田
中
央
）

第
３
位　

清
水
節
子（
宇
田
中
央
）
金
﨑
文
子（
尾
無
畑
）

【
フ
リ
ー
の
部
】
優
勝　

中
村
晶
男（
宇
田
中
央
）
準
優
勝  

　

柳
井
宣
政（
宇
田
中
央
）
第
３
位　

西
村
弘
義（
宇
田
中
央
）

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
香
り
と
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
み
方
は
様
々
に
」

　
　
　
　
　

奈
古
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

２
０
１
１
年
も
海
外
の
高
級

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
続
々
と
上
陸

し
、
専
門
店
に
は
１
粒
５
０
０

円
の
品
も
並
び
自
分
に
贈
る
人

も
多
い
と
か
。

　

そ
ん
な
な
か
、
奈
古
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
と
中
央
公

民
館
で
は
１
月
30
日（
日
）、

奈
古
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
勢
25
人
の
参
加
と
な
り
、
子
ど
も
達
は
個
性
豊
か

な
お
菓
子
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
シ
ョ
コ
ラ
（
生
チ
ョ
コ
）

を
使
っ
て
の
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

四
季
折
々
の
趣
や
身
近
な
風
物
、
日
々
の
出
来

事
を
俳
画
や
俳
句
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

阿
武
町
俳
句
・
俳
画
教
室
参
加
者
募
集

　

阿
武
町
俳
画
教
室
は
毎
月
１
回
、
萩
市
在
住
の
柳
井
山

甫
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
作
品

に
自
作
の
俳
句
を
添
え
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
俳
句
教
室
も
毎
月
１
回
開

催
し
皆
さ
ん
の
作
品
は
町
民
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
掲
示
板
や
、
広
報
あ
ぶ
の

俳
句
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
、
新
た
に

参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
中

央
公
民
館
ま
で
。
☎
２
ー
２
０
４
４

　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

　
　
　
　
　

和
や
か
に
筆
が
進
ん
で
い
ま
す
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本
和
加
家
の
場
合

ほ
ん

わ

か

ハ
ハ
ハ

大
介
の
ヤ
ツ

と
ち

て

るり

う

た
ら
！ 

あ
れ
ほ
ど

言

た
の
に

腰
の
角
度
が

高
い
わ
！

マ
マ

！ 

見
て
く
れ
た
!?

え
え

腰
の
角
度
に
は

が

か
り
よ
！

失
敗

し
た

楽
し
か

た
か
？ 

う
ん
！

あ
と
 
小
節
目
が

出
遅
れ
た
わ
ね

１４

　

阿
胡
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
練
習
に
励
ん
で
い
る

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
で
す
。

　

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん

が
、
練
習
の
度
に
ワ
ン
コ
イ
ン
募

金
を
さ
れ
、
文
化
振
興
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
昨
年
12
月

に
町
民
セ
ン
タ
ー
に
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

寄
附
金
額
（
２
３
，３
２
０
円
）

　

町
で
は
、
こ
の
ご
寄
附
を
町
民

セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
使
用
す

る
マ
イ
ク
２
本
に
か
え
て
、
有
意

義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家庭教育手帳
子どもの夢や希望に耳を傾け励ます
夢をもつと、人は強くなる。
　今の子どもは冷めていて、将来の夢や希望ももたず、
難しい目標はチャレンジする前にあきらめてしまうと
言われています。しかし、子どもは子どもなりに夢や
希望をもっています。どんなに小さく、どんなにヘン
に思えるものでも、その夢や希望に耳を傾けましょう。
　また、自分の経験や、長い間にわたって苦労して夢
を実現した人々の生き方などを折にふれて話しましょ
う。そして人生の目標は汗を流し、失敗を重ねながら
達成していくものだと、励まし、あたたかく見守って
いきましょう。親は子どもの応援団です。

良いところを見つけてほめる
ダメなところを責めるより、
良いところを増やしていこう。
　子どもに大切なのは、自信と、自分を大切にする力
です。それは植物の根のようなもので、深く広く張る
ほど大きな実りをもたらします。表面的なことにとら
われることなく、その子が大きく育つことを信じて心
に豊かな水や栄養を与えましょう。
　そして、その水や栄養となるのが、子どもの良いと
ころを見いだし、ほめることです。叱るべきときは叱
り、ほめるべきときはちゃんとほめる。一つ叱ったら
三つほめるぐらいのバランスを心がけましょう。ほめ
られることで子どもは喜びを感じ、自信や自尊心を育
てていくのです。

阿胡スティックスのみなさん
寄附金で
マイクを購入

阿胡スティックスが文化ホールにマイクを寄贈

前
回
の
阿
武
町
で
の
受
入

の
様
子
（
平
成
21
年
）

　阿武地域グリーン・ツーリズム推進協議会では、来年度に受け入れを予定にしている「子ども農山漁村
交流プロジェクト」に参加する小学生のホームステイ先を募集します。
（子ども農山漁村交流プロジェクトのサイトhttp://www.ohrai.jp/kodomo/）
○お願いしたい日にち：５月１７日（火）～２０日（金）（3泊4日）
　　　　　　　　　　　※基本的には夜間のみ
○お願いしたい人数：１宿泊地につき２～４人
○宿泊料、食事（夕食、朝食）代：協議会で定める金額
　なお、応募をいただける方には、後日、食事、宿泊方法、
日程など詳細な打ち合わせをさせていただきます。
■問い合わせ先　阿武地域グリーン・ツーリズム推進協議会
　　　　　　　　（事務局・阿武町役場経済課　☎２－３１１４）
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郷
川
に
水
が
な
く
な
っ
た

　
　
　
　
　

古
老
の
話（
奈
古
）

旧周防国・長門国（現在の山口県域）から旧石見
国（現在の島根県西部）へ通じる石州街道（仏坂
道）の歴史あるお宅を訪ね街道をつなぎます。

石州街道を行く
（海辺往還）⑥

　

現
在
の
阿
武
町
音
頭
で
「
夏

の
郷
川
螢
狩
り
」
と
風
流
に
歌

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昔

の
話
し
で
す
。

　

奈
古
の
里
に
も
春
が
来
ま
し

た
。
青
い
麦
畑
に
は
雲
雀
が
さ

え
ず
り
、
村
人
達
は
陽
気
を
迎

え
、
ぼ
つ
ぼ
つ
と
田
植
え
前
の

仕
事
に
精
出
す
平
和
な
あ
る
日

の
こ
と
で
し
た
。

　

1
人
の
貧
し
い
姿
を
し
た
旅

の
老
人
が
郷
の
里
に
や
っ
て
来

ま
し
た
。
彼
は
旅
の
疲
れ
と
陽

気
の
せ
い
で
喉
が
渇
き
、
あ
る

一
軒
の
農
家
を
訪
れ
「
旅
を
し

て
喉
が
渇
い
て
い
ま
す
。
水
を

一
杯
飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

頼
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
家
か
ら
出
て
来
た
女

の
人
は
旅
人
を
見
る
な
り
「
あ

ん
た
の
よ
う
な
人
に
一
杯
も
飲

ま
せ
る
水
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

と
す
げ
な
く
断
り
ま
し
た
。

　

そ
の
女
の
人
は
そ
れ
程
に
悪

い
人
で
は
な
く
、
家
で
夫
婦
ゲ

ン
カ
か
、
子
ど
も
の
事
で
腹
の

虫
の
い
ど
こ
ろ
が
悪
く
、
気
が

ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
て
こ
の
よ
う

に
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
旅
の

老
人
は
淋
し
げ
に
静
か
に
立
ち

去
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
夜
の
こ
と
で
す
。

例
の
女
の
寝
て
い
る
枕
元
に
白

衣
を
着
た
老
人
が
夢
に
現
れ
「
わ

し
は
昼
間
水
を
乞
う
た
旅
人
だ

が
、
あ
ん
た
の
欲
の
深
い
の
に

は
驚
い
た
。
や
が
て
田
植
え
も

始
ま
る
だ
ろ
う
が
、
郷
川
に
は

水
が
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
か

ら
な
」
と
言
っ
た
か
と
思
う
と

老
人
の
姿
は
消
え
、
女
の
人
は

ハ
ッ
と
し
て
目
が
覚
め
ま
し
た
。

　　

女
の
人
は
大
変
恐
ろ
し
く
な

り
昼
間
自
分
が
旅
人
に
邪
険
な

言
葉
を
つ
か
っ
た
事
を
後
悔
し

深
く
反
省
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
後
は
旅
人
の
言
葉

通
り
郷
川
は
い
つ
も
河
水
が
表

面
を
流
れ
ず
地
下
を
流
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

郷川の風景

阿
武
町
版 三好家

大きな梁に年代を
感じます 欅の一枚板の廊下

さしえ提供：
ペンネーム「ひさびし」（萩市）

　

第
６
弾
は
、
三
好
家
を
紹
介
し
ま
す
。
三
好
家
は
屋

号
を「
大
重
」と
い
い
、
こ
れ
は
初
代
・
三
好
重
兵
衛
さ

ん（
弘
化〈
西
暦
1
8
4
0
年
頃
〉）が
体
格
が
優
れ
、
大

き
い
重
兵
衛
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

２
代
目
・
八
太
郎
さ
ん（
安
政
４
年
生
ま
れ
）は
奈
古

や
大
島
の
村
民
を
相
手
に
万
商
売（
今
の
商
社
）で
家
を

発
展
さ
せ
た
と
い
わ
れ
、
運
送
業
を
営
み
、
奈
古
か
ら

米
や
麦
・
日
用
雑
貨
を
、
大
島
か
ら
は
芋
類
・
雑
穀
・

海
産
物
を
主
に
運
び
、
時
化
の
時
は
宿
の
代
わ
り
を
し
、

居
酒
屋
や
料
理
店
も
行
っ
て
い
ま
し
た（
大
島
宿
）。

　

大
敷
・
い
わ
し
網
を
出
し
、
食
用
の
ほ
か
、
い
わ
し

油
を
製
造
。
か
す
は
煮
じ
め
に
し
て
、
魚
肥
と
し
て
農

家
に
売
っ
て
い
た
。
ま
た
、
阿
武
郡
中
よ
り
櫨
の
実
を

集
荷
し
、
和
蝋
の
製
造
・
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
代
目
・
重
良
さ
ん
（
現
当
主
の
祖
父
）
は
明
治

30
年
代
終
わ
り
に
酒
屋
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
家
は
島
根
県
の
有
数
の
資
産
家　

堀
藤
十
郎
が

本
家
と
同
じ
間
取
り
で
伊
藤
家
の
た
め
に
建
て
た
も
の

を
、
２
代
目
が
伊
藤
家
か
ら
購
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

欅
の
３
尺
も
の
の
大
黒
柱
２
本
、
欅
１
枚
板
の
縁
な
ど

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
好
家
の
主
屋
は
平
入
・
切

妻
造
・
中
二
階
建
て
、間
口
八
間
半
の
大
規
模
な
建
物
。

　

正
面
庇
軒
下
に
間
口
い
っ
ぱ
い
に
人
見
梁
（
せ
い
の

高
い
桁
）
を
架
け
渡
し
、
そ
れ
を
捨
柱
で
支
え
る
。
長

く
続
く
人
見
梁
が
こ
の
建
物
の
見
せ
所
の
一
つ
。
一
階

外
廻
り
の
間
仕
切
り
装
置
は
格
子
、
簓
子
下
見
板
。
２

階
は
白
漆
喰
の
壁
に
虫
籠
窓
を
等
間
隔
に
並
べ
る
。
軒

裏
に
天
井
を
張
り
、
簡
素
な
袖
庇
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

現
当
主
の
５
代
目
・
新
一
郎
さ
ん
は
、「
三
好
家
で

一
番
の
お
気
に
入
り
は
欅
の
一
枚
板
を
使
用
し
た
縁（
長

さ
14
ｍ
）で
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
古
い
も
の
を
大
切
に

し
継
承
し
て
行
き
た
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
す
。

（
石
州
街
道
・
山
口
県
文
化
財
愛
護
協
会
を
引
用
）

人
見
梁
、
格
子
が

素
敵
な
三
好
家

５
代
目
の

三
好
新
一
郎
さ
ん

右
奥
が
３
尺
の
欅
の
柱

ひ
さ
し
の
き
し
た

さ
さ
ら　
こ　

し
た　

み　

い
た

む
し
か
ご　

ま
ど

そ
で
ひ
さ
し

だ
い
じ
ゅ
う

よ
ろ
ず

じ
ゅ
う
ろ
う

は
ぜ

ひ
と　

み　

は
り

け
や
き
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教育のひろば

　園では、食後、降園の時間に、年齢に応じた季節や状況にふさわしい
題材の絵本をえらび毎日読み聞かせをしています。家庭でも、親子での
絵本の読み聞かせの継続が大切であることを伝え、親子で本を読むとい
う事が、テレビやビデオの一方通行とは違い、絵を見て語り、会話を
し、それが親のひざの上であったり大好きな父親、母親のとなりだった
りとするならば、子どもたちにとってかけがえのない幸福のひとときで
あるはずです。園と家庭とが手を取り合って、子どもたちの豊かな心、
知恵と想像力を絵本を通じて育てていきたいと思います。

毎月「○○ちゃんのだいすきなえほ
ん」として絵本を紹介しながら、どん
なところがおもしろかったかなど、
子どもの思いを掲示しています。

０才～6才までの子どもたちが満足できるようない
ろんな絵本（昔話～図鑑まで）が並ぶ。今月の「お
すすめえほん」をえらびだし、紹介しています。

月ごとに誰が一番たくさん本を
読んでいるかを集計しベスト３
までの子どもの名前を掲示する
ことで本への興味をかきたてる。

生活発表会では、各組とも、絵本の読み聞かせから劇あそびへと発展したもの
をステージで発表しました。劇あそびで演じることで、絵本の世界では味わえ
ない体験ができ、実際に体で表現し、イメージをふくらませ楽しめました。

貸し出し図書は十数年前から設置していますが、年々、親子ともども本離れの
傾向にあると感じ、働きかけを始めました。

「
大
き
な
か
ぶ
」

〜
大
き
な
お
い
も
〜

「
グ
リ
ー
ン
マ
ン
ト
の

　
　

ピ
ー
マ
ン
マ
ン
」

「
と
ん
が
り
山
の

　
　
　
　

大
魔
神
」

「
3
匹
の
こ
ぶ
た
」
よ
り

〜
や
っ
ぱ
り
レ
ン
ガ
の

　
　
　

お
う
ち
だ
ね
〜

「
三
び
き
の
や
ぎ
の

　

が
ら
が
ら
ど
ん
」

年中児
年少児

年長児

未満児 分園

毎日の絵本の読み聞かせにより聞こうとする意識や集中力が出てきて、長いお話や
素話、小さい声でもしっかり耳を傾け真剣に聞けるようになってきました。
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シリーズ　奈古高はいま
各
ク
ラ
ス
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

　

〜
文
化
フ
ェ
ス
タ
〜

　

12
月
22
日
、
阿
武
町
町
民
セ

ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

本
校
恒
例
の
文
化
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
文
化
フ
ェ
ス
タ
が
始
ま
り
ま

し
た
。
吹
奏
楽
部
３
年
生
に
と
っ

て
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
あ
り
、

３
年
生
の
ソ
ロ
演
奏
パ
ー
ト
で
は

会
場
か
ら
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。

 

吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
続
い
て
ク

ラ
ス
対
抗
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ

り
、
課
題
曲「
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
」

（K
iroro

）と
自
由
曲
の
２
曲
を
発

表
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
と
も
優

勝
を
目
指
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

 

３
年
生
は
３
年
間
の
思
い
を
込

め
て
「
ま
な
ざ
し
」
（Honey L 

days

）や「Y
elll

」（
い
き
も
の
が

か
り
）
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

 

結
果
は
、
普
通
科
３
年
生
が
見

事
２
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
３
年
生
と
１
年
生
の
男

子
４
人
に
よ
る
歌
と
踊
り
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
普
通
科
３
年
有

志
「
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
チ
ー
ム
Ｇ
」
に
よ

る
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
チ
ー
ム
Ｇ
」
で
は
、

女
装
し
た
男
子
や
制
服
姿
の
担
任

も
参
加
し
、
会
場
を
わ
か
せ
て
い

ま
し
た
。

 

全
校
生
徒
が
音
楽
を
通
し
て
交

流
を
深
め
た
１
日
で
し
た
。

〜
建
設
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

ポ
ス
タ
ー
県
最
優
秀
賞
〜

 

県
建
設
業
協
会
主
催
の
「
建
設

業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
ポ
ス
タ
ー
」

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
荒
川
直
子
さ
ん

（
普
通
科
２
年
）
の
「
市
民
を
守

る
建
設
業
」
の
作
品
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
建
設
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
県

内
の
高
校
生
か
ら
作
品
を
募
り
、

最
優
秀
の
作
品
は
、
県
内
各
地
の

関
係
機
関
に
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
配

付
さ
れ
ま
す
。

 

今
年
度
は
県
内
か
ら
87
点
、
本

校
か
ら
は
２
年
生
の
８
作
品
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
最
優
秀
を

受
賞
し
た
荒
川
さ
ん
は
「
大
変
驚

き
ま
し
た
。
自
分
の
作
品
が
選
ば

れ
自
信
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
次
点
の
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
３
人
の
う
ち
、
２
人
が
奈
古

高
の
大
賀
耶
歩
さ
ん
（
普
通
科
２

年
）
と
山
本
彩
さ
ん
（
普
通
科
２

年
）
で
し
た
。
上
位
４
人
の
う

ち
３
人
が
奈
古
高
校
の

生
徒
が
受
賞
す
る
大
変
喜

ば
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

学
校
祭
の
収
益
金

　
　
　
　

な
ど
を
寄
附

〜
助
け
合
い
の

　
　

心
を
育
て
る
〜

　

普
通
科
で
は
、
科
が
設

置
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
学
校
祭
で

の
普
通
科
の
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の

一
部
を
、
「
国
際
連
合
世
界
食
糧

計
画（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
協
会
）」
な
ど
の
団

体
に
寄
付
す
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
生
物
資

源
科
学
科
と
普
通
科
の
２
学
科
体

制
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
生

徒
会
や
普
通
科
を
中
心
に
、
学
校

祭
の
収
益
金
を
国
内
外
の
恵
ま
れ

な
い
方
々
の
支
援
団
体
に
寄
附
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」、
２
・
３
年
生
は
た
こ
焼
き

や
豚
汁
の
「
模
擬
店
」
を
開
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
普
通
科
２
年
生
は
、

学
校
祭
当
日
「
募
金
箱
」
を
も
っ

て
来
客
に
募
金
を
呼
び
か
け
る
活

動
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

会
で
は
、
登
校
時
に
生
徒
昇
降
口

で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
総
額
約
６
万
円
の
学
校

祭
売
上
げ
と
募
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
お
金
を
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」「
ユ
ニ
セ
フ
協
会
」「
国

際
連
合
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ

協
会
）」
に
配
分
し
、
寄
付
し
ま

し
た
。
生
徒
達
の「
助
け
合
い
の

心
」が
、
貧
困
に
苦
し
む
世
界
の

子
ど
も
達
や
恵
ま
れ
な
い
方
の
お

役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

AKB48チームGのダンス!?普通科３年生が優勝

荒
川
直
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞

社会福祉協議会を通じて寄附されます



空飛ぶ救命救急センター「ドクターヘリ」運行開始！！
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住宅用火災警報器って何？

○住宅用火災警報器とは、火災を見つけて音や
　音声でお知らせするものです。

●問い合せ先
役場総務課
☎２－3110

町職員、消防職員、消防団員が販売をおこなうこと
はありません。また委託販売も行いません。

火災から大切な命を守るため
住宅用火災警報器を設置しましょう

設置期限は

５月３１日までです。

なに どこに設置したらいいの？

○全ての寝室と２階に寝室がある場合の階段で
　す。台所は任意で、その他の部屋は対象外と
　なります。

どこに

どこで買ったらいいの？

○家電量販店やホームセンター、
　また大工さんなどで購入出来
　ます。その際、日本消防検定
　協会の検査に合格したＮＳマークが貼られた
　ものを購入の目安としてください。

どこで

設
置
必
要
無

任
意
設
置

消防法改正により、全ての住宅に『住宅用火災警報器』の設置が義務付けられました。

ドクターヘリとは
　ドクターヘリとは、医療機器等を装備し、医師と
看護師が搭乗したヘリコプターで、指定ヘリポート
で救急車と合流し、拠点病院へ患者を搬送するとい
うものです。
　救急車よりはるかに早く（新幹線とほぼ同じ時速
200km）患者搬送が出来るため、救命率の向上、
後遺症の軽減や救急医療の地域差解消が期待されま
す。
　阿武町への所用時間は基地病院（山大医学部付属
病院）を離陸後、概ね20分程度で到着します。
　なお、救急車と異なり、個人からの要請や患者の
指定する医療機関への搬送は出来ません。また、夜
間や荒天時は出動出来ません。
●問い合わせ先　役場総務課　☎２－３１１０

空飛ぶ救命救急センター「ドクターヘリ」運行開始！！

町内の指定ヘリポート
奈古地区 ……… 阿武中学校グラウンド
福賀地区 ……… 福賀小学校グラウンド
宇田郷地区 …… 尾無漁港広場
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　人が眠るのには、疲労・眠気の解消にとどまらず、免疫力の強化、ス
トレスに対する力の強化、細胞の修復、血圧の安定、気分安定化などさ
まざまな理由があり、心と体にとって大事なことです。

★快眠のためのコツ　
　「運動や入浴をして脳の温度を上げて、寝る前に下げると眠りにつきやすい」
「規則正しい生活習慣をすると快眠になる」と言われています。

具体的な方法としては
　◆有酸素運動（ウォーキング・ジョギング等）をする
　◆就寝２～３時間前にぬるめのお湯に入浴をする
　◆寝具は吸湿性・放湿性がよく、寝巻きは汗を吸収しやすく、体を締め付けないものを選ぶ
　◆寒さが厳しいときには、寝る前に寝具を暖めておく
　◆朝の光を浴びる（体は光を浴びた約14～16時間後に眠りの準備をするようになっている）
　◆昼寝は午後3時前の20分程度にする
　◆就寝前の5～6時間前は、コーヒー・緑茶等カフェインが含まれる飲食物を避けるがあります。

木原保健師

3月1日開始！

　道の駅温水プールで「みんなで歩いたり泳いだりするのが楽しく、笑いが出るのがう
れしい！」と大好評のリフクラが始まります。「肩こりや膝、腰の痛みが少しずつよく
なった」「風邪をひきにくい」「血圧が安定している」と痛みや体力、
検査結果への効果はもちろん、「食事に気をつけるようになった」
「仕事も家事もはかどる」と生活にもいい影響があります。

子どもの部も
◎「泳ぐことが楽しい」
◎「泳げるようになって、
　うれしい！次もがんばる！」
◎「風邪をひきにくくなった」
とうれしい声続出！！

★3月から開始したい方は
2月24日までにお申し込
みください。その後も随
時申し込みできます。
【問い合わせ・申し込み】
役場民生課☎2-3113まで

おとなの部 子どもの部

実施日

時　間

指導料
（3か月分）

内　容

指導者

週1回または2回
火曜日・金曜日
昼 14:00～15:00
夜 18:30～19:30
週1回 4,500円
週2回 7,000円

※別にプール使用料が必要（パスポート、回数券等）
◎水中運動（ウォーキング等）
◎水泳指導（希望者）
太陽フィットネスクラブ　インストラクター

週1回（月4回）
初級：火曜日　中級：金曜日

17:00～18:00

6,000円

眠られない場合には、日中の過ごし方をはじめとする生活様式を見直し、

睡眠を妨げるような生活習慣はないか、確認してみましょう。

メリハリをつけた生活を送ることが快眠への近道になります！

亀山保健師

◎水泳指導

ご近所、お友達で誘い合い、一度、プールで体を動かしませんか。
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阿
武
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
作
業
標
準
料
金
の
決
定
と
賃
借
料
の

情
報
を
次
の
と
お
り
提
供
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

標
準
料
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
阿
武
町
農
業
委
員
会
（
役

場
経
済
課
内
☎
２
―
３
１
１
４
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
の
農
作
業
標
準
料
金
が
決
定

　
　
　
　

参
考
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

（単位：円）

荒 起 こ し
く れ 返 し
しろかき（荒）
しろかき（植）
箱　育　苗
田　植　え
防　　　除
刈取・脱穀
刈　　　取
脱　　　穀
調　　　整

乾　　　燥
調　　　整 
農作業賃金

単　位

１０アール
〃
〃
〃
１　箱
１０アール
〃
〃

〃

１　俵
（６０Kg）

時　間

７，０００
４，７００
５，０００
６，０００
　　　
６，０００
３，０００
２０，０００

３９，０００

生 も み
半乾もみ
もみすり
最　　低

５，５００
４，０００
３，５００
４，５００

５，５００
２，８００
１６，０００

３０，０００

１，８００
１，３００
９００
７００

トラクターまたは耕耘機
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
箱は別、ほ場渡し
田　植　機
動力噴霧機（薬剤は別）
コンバイン
コンバイン
乾　　　燥
も み す り

乾燥、もみすり

　　　　　－

備　　考作　　業
種　　目 圃　　場

未整備田
圃　場
整備田

料　　　金

７５０

参考　過去１年間賃借料（有料の場合１０アール当たり）（単位：円）
田の部

奈　古
福　賀
宇田郷

平均額
10,000
11,600
5,588

最高額
10,000
15,000
6,000

最低額
10,000
3,000
5,000

畑の部

奈　古
福　賀
宇田郷

平均額
0

16,250
0

最高額
0

20,000
0

最低額
0

1,000
0

農業者のための
「農業者年金」に
加入しませんか

公的な積立年金「農業者年金」
は、農業者の年金制度です。

　次の３つの要件を満たす方であれば、どなたでも加入できます。
（配偶者や後継者など家族従事者だけでも加入できます。）
　（１）国民年金の第１号被保険者
　（２）年間60日以上農業に従事する
　（３）60歳未満の方
　保険料は、月額20,000円から自由に選択でき、いつでも変更が
可能です。
◆問い合わせ先
　各農業委員または阿武町農業委員会まで  ☎２－３１１４

新
た
に
藤
村
さ
ん
（
福
賀
土
地

　
　
　
　
　
　
　

改
良
区
の
推
薦
）
を
選
任

　

福
賀
土
地
改
良
区
か
ら

推
薦
さ
れ
た
藤
村
俊
典
さ

ん
（
中
村
）
が
新
し
く
選

任
さ
れ
、
各
委
員
の
担
当

地
区
も
左
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
担
当
地
区
の

　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

農業の振興や農地の移転・転用など、農業に関することはお気軽にご相談ください。

電　話
2-2218

2-2240

2-2566
5-0870
5-0018
5-0347
5-0209
4-0637
4-0019
4-0217

担当者名
池田　淳

小野眞治

礒部　馨
市河憲良
藤村俊典
水津明文
鈴川達雄
近藤利津子
伊藤佐登子
西村浩一

奈　古

福　賀

宇田郷

担　　当　　地　　域
上郷、木与、宇久、寺東
河内、下郷、野柳、釜屋、大里、
水ヶ迫、岡田橋
東方、市、土、筒尾、西、浜
久瀬原、上東郷、下東郷、新田、伊当
野沢、中村、森見藤、宇田地
金社、上笹尾、下笹尾、栃原、新生
宇生賀中央、飯谷
宇田中央
宇田浦
尾無畑、惣郷

各委員の所掌事務担当地区



　国民年金には、老後の生活を保護する老齢年金だけでなく、
一家の働き手が亡くなったときの遺族年金があります。
●支給要件
　遺族基礎年金は、次のいずれかの方が亡くなられたときに、その方によって
生計を維持されていた「子のある妻」または「子」に支給されます。
①国民年金の被保険者
②国民年金の被保険者であった方で、日本国内に住所がある６０歳以上６５歳未満の方
③老齢基礎年金の受給権者、または受給資格期間を満たしている方
ただし、①②の場合は、死亡月の前々月までの被保険者期間のうち、保険料納付済期間と免除期間
（若年者納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を合わせた期間が３分の２以上必要となります。
（平成２８年３月３１日以前に死亡された場合は、死亡月の前々月までの直近の１年間に保険料の未納
がなければよいことになっています。）

●年金額　遺族基礎年金の額は「子のある妻」が受ける場合、基本額（７９２，１００円）に子の加算額
　（１人目と２人目の子はそれぞれ２２７，９００円、３人目以降は１人につき７５，９００円）を加えた額です。
（注）「子」とは、１８歳到達年度の末日までの子、もしくは２０歳未満で１級・２級の障害の状態にある子
　　をいいます。
●問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ー２４ー２１５８
　　　　　　　　阿武町役場住民課　　　　　☎２ー０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

　交通災害共済は、万が一の事故に備え、掛け金
を出し合い災害の程度に応じて見舞金を支払う、
助け合いの制度です。
　道路での自動車、原付自転車、自転車の事故だ
けでなく、航空機、船舶で起きた事故の場合も該
当し、最高１００万円の見舞金が支給されます。
掛金は、中学生までの子ども及び７０歳以上の方
が３００円、その他一般の方が５００円です。 
　現在、平成２３年度分の加入とりまとめを行っ
ています。
　申込書とパンフレットをお配りしますので、詳
しい内容をご確認のうえ、ぜひご加入ください。
　なお、ご不明な点は役場総務課（☎２－３１１１）
までお問い合わせください。

日ごろの疑問をスッキリ解決！

古紙を出す時は、紙ヒモで
結束しなければいけませんか？？

古紙を出す時は、
必ず紙ヒモで結束して、指定された
日の午前９時までに出してください。

★ビニールひもで結束されているも
　のは、全て手作業で取り除いてお
　り、作業に大変時間と費用がかか
　っています。

★ビニールひもで結束してあるものは、回収
　することが出来ない場合があります。みな
　さんのご協力をよろしくお願いします。
■ごみ出しについての問い合わせ先
　役場民生課　☎２－３１１３

年金のたより

安い掛け金で大きな保障
交通災害共済のご案内

遺族年金をご存じですか?

　町では口座振替を推進しています。ご家族全員の納付方法を確認され、
現金での納付の方については、便利で安全な口座振替をおすすめします。
手続きの方法は、金融機関に備え付けの口座振替依頼書に必要事項を記入
し、通帳印を押印され、金融機関に提出してください。
◆問い合わせ先　税・保険料のことは住民課　　　　　　☎２－０５００
　　　　　　　　上・下水道、町営住宅のことは施設課　☎２－３１１２
　　　　　　　　無線・交通災害のことは総務課　　　　☎２－３１１０
　　　　　　　　保育園、児童クラブのことは民生課　　☎２－３１１５

口座振替の
手続きは

お済みですか

14



問い合わせ先：道の駅阿武町発祥交流館　☎08388-2-0355問い合わせ先：道の駅阿武町発祥交流館　☎08388-2-0355問い合わせ先：道の駅阿武町発祥交流館　☎08388-2-0355

お
雛
か
ざ
り

お
雛
か
ざ
り

お
雛
か
ざ
り

お
雛
か
ざ
り

お
雛
か
ざ
り

スペシャルゲスト／

モアリズム（バンド）
出演／ＰＯＺＯ（バンド）、
集団：歩行訓練（パフォーマンス）、
HighlanderSUGI
（ハイランド・バグパイプ）
展示／kozi69（イラスト）

前売￥2,000
当日￥2,500

道の駅阿武町
「憩」内特設会場

主催　A-MAD NETWORK
後援　阿武町・阿武町教育委員会・道の駅阿武町
（問）　A-MAD NETWORK 090-2809-8136（担当：福田）

★野外ストリートステージ出演者（ソロミュージシャン）
★フリーマーケット出店　info：090-2809-8136（福田）募集

●機材の変更で従来より４０席増席！
　現在の東京使用機材はＢ７３７－５００【１２６人乗
り】ですが、３月２７日からＡ３２０【１６６人乗り】
に変更になります。
　３月２７日から東京便運行時間が下表のとおり変
更になります。

●問い合わせ先
　萩・石見空港利用拡大促進協議会事務局 
　ＴＥＬ：0856-23-0990 ＦＡＸ：0856-24-2570 
　メール：airport@iwami.or.jp 

ＡＮＡ萩・石見～東京便の
座席数が１６６席に増席！！
運行ダイヤも変更 ３月２７日～

 東京 萩・石見 東京
 TOKYO HAGI･IWAMI TOKYO
 10:35 12:20　13:00 14:30

◆現行ダイヤ

 東京 萩・石見 東京
 TOKYO HAGI･IWAMI TOKYO
 11:20 12:50　13:20 14:55

◆新運航ダイヤ（３月２７日～）

萩・石見空港からのお知らせ

女
と
男
の
一
行
詩

認
め
あ
う　

心
に
咲
く
花　

男
と
女
（
ひ
と
と
ひ
と
） 

ひ
と

ひ
と

15

ピッチピチッピッチピチッやでやで！ピッチピチッやで！

2011
3/20㈰
9:00～14:30

海鮮山鮮（うみせんやません）・道の駅阿武町
☎０８３８８－２－０３５５

道
の
駅
阿
武
町

春
の
海
鮮
ま
つ
り

☆
奈
古
新
鮮
活
魚
市（
奈
古
漁
港
）

・
漁
師
さ
ん
に
よ
る
活
魚
対
面
販
売

☆
テ
ナ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

・
鮮
魚
、
刺
身
お
祭
り
価
格
販
売

・
う
に
め
し
、
野
菜
朝
市
販
売 

等
々

☆
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

・
旬
な
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
＆
試
食

・
お
米
の
す
く
い
取
り

・
サ
ザ
エ
の
つ
か
み
取
り

・
お
子
様
向
け
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

・
日
本
海
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

・
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放 

等
々

日
時
：
二
月
十
九
日（
土
）

　
　
　
　

〜
三
月
六
日（
日
）

道
の
駅
阿
武
町　

発
祥
交
流
館
ほ
か

主
催
：
お
雛
か
ざ
り
実
行
委
員
会

共
催
：
道
の
駅
阿
武
町

※内容は予告なしに変更
　することがあります。



（外）田 町 診 療 所 東田町 ㉔1234
（内）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（児）いわたにこどもクリニック 椿　東 ㉔2100
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市むつみ診療所 吉部上 ⑥0149
（歯）高雄歯科医院 樽屋町 ㉒1548

（外）池本整形外科 玉江浦 ㉕7575
（内）藤 原 医 院 土　原 ㉒0781
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（歯）まつお歯科医院 無田ヶ原 ㉖1222

（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）内藤歯科医院 三　見 ㉗0009

（外）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）土原歯科医院 土　原 ㉕0380
※当番医の確認は役場または各支所へ
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休日当番医

お し ら せ

2月20日（日）

2月27日（日）

3月6日（日）

3月13日（日）

緊急の場合は１１９番

女
と
男
の
一
行
詩

ま
く
ら
元　

共
働
き
の
い
び
き
の
音　

猫
が
判
定　

労
働
量

ひ
と

ひ
と

まちの笑顔
(^o^) 無

料
相
談
の
お
知
ら
せ

「
隣
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
」

　
　

 

で
お
悩
み
の
方
へ

山
口
県
青
少
年
問
題

協
議
会
の
委
員
を
募
集
！！

国
家
公
務
員
の

　

平
成
２３
年
度
採
用
試
験

お雛かざり ＩＮうた
日時：３月１日（火）～７日（月）

　　　午前１０時～午後４時

場所：ひだまりの里内

　　　「喫茶オードリー」

可愛い子鬼集合
みどり保育園節分

ＱＲコード

　

大
学
、
短
大
・
高
専
及
び
高
校
卒

業
程
度
の
国
家
公
務
員
試
験
の
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

【
大
学
卒
業
程
度
】

◎
国
家
公
務
員
Ⅰ
種―

４
月
１
日

　
（
金
）〜
８
日（
金
）

◎
国
税
専
門
官
、労
働
基
準
監
督
官
、

　

法
務
教
官―

４
月
１
日（
金
）〜
14

　

日（
木
）

◎
国
家
公
務
員
Ⅱ
種―

４
月
11
日

　
（
月
）〜
20
日（
水
）

◎
航
空
管
制
官―

７
月
19
日（
火
）

　

〜
８
月
２
日（
火
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　

７
月
19
日（
火
）〜
26
日（
火
）

【
高
校
卒
業
程
度
】

◎
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）―

  

４
月
１
日（
金
）〜
８
日（
金
）

◎
国
家
公
務
員
Ⅲ
種―

６
月
21
日

　
（
火
）〜
28
日（
火
）

◎
刑
務
官
、
入
国
警
備
官
、
皇
宮
護

　

衛
官
、
航
空
保
安
大
学
校
学
生
、

　

海
上
保
安
学
校
学
生―

７
月
19
日

　
（
火
）〜
８
月
２
日（
火
）

◎
海
上
保
安
大
学
校
学
生
、
気
象
大

　

学
校
学
生―

８
月
25
日（
木
）〜

　

９
月
６
日（
火
）

▼
詳
細　

人
事
院
中
国
事
務
局

　

☎
０
８
２―

２
２
８―

１
１
８
３

　

http://www.jinji.go.jp/

　

link/index.htm

　

山
口
県
で
は
、「
県
民
が
主
役
と
な

る
県
政
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
幅
広
く

お
聞
き
し
、
県
政
に
反
映
し
て
い
く

た
め
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関

す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
や

審
議
を
行
う
「
山
口
県
青
少
年
問
題

協
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
や
青
少
年
問
題

に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。   

▼
応
募
定
員　

２
人

▼
応
募
資
格　

年
齢
18
歳
以
上
で
、

　

県
内
在
住
の
方

▼
任
期　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

　

25
年
３
月
31
日
ま
で
２
年
間

▼
応
募
期
間　

２
月
28
日（
月
）

▼
応
募
方
法　

応
募
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
ご
記
入
の
上
、「
こ
れ
か
ら

　

の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
」

　

を
テ
ー
マ
と
し
た
ご
意
見
、
ご
提

　

言（
８
０
０
字
程
度
、
様
式
自
由
）

　

を
添
え
て
、
郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
、
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
こ
ど
も
未
来
課
青
少
年
班

　

☎
０
８
３―

９
３
３―

２
６
３
４

　

FAX
０
８
３―

９
３
３―

２
７
５
９

　

E-mail 
　

a13300@
pref.yamaguchi.lg.jp

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
相
談

で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
場
所　

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

　

（
人
権
相
談
所
）

▼
受
付
時
間　

平
日
の
み
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
８
３
８―

22―

０
４
７
８

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０―

０
７
０―

８
１
０

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト  

法
務
省
の
Ｈ

　

Ｐ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
携
帯
電
話

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

　

読
み
込
む
と
簡

　

単
に
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
に
接
続

　

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

　

萩
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

☎
０
８
３
８―

22―

０
４
７
８

　

境
界
、
騒
音
、
眺
望
、
通
風
、
無

断
駐
車
な
ど
、
隣
近
所
の
問
題
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員

が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

昨年の様子
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阿武町の人口と世帯数 （１月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,479（ 3 ）

　723（ 0 ）

　688（－ 4 ）

3,890（－ 1 ）

1,074（－ 2 ）

　318（ 1 ）

　328（－ 2 ）

1,720（－ 3 ）

転入　 8

転出　 5

出生　 3

死亡　 7

１月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

153
（128）
8
（6）

14
（17）
1
（0）

0
（0）
0
（0）

1
（0）

13
（12）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

台
所
の
母
と
娘
の
姿
も
い
い
け
ど　

父
と
息
子
の
姿
も
い
い
ね

ひ
と

ひ
と

［材料２人分］

レンコン５０g、くず粉１０g、グリーンピー

ス（冷凍）５０g、水（またはだし）１５０CC、

塩一つまみ、卵１個、砂糖小さじ山１杯、

みりん大さじ１、八方出汁適宜

［作り方］

❶レンコンは皮ごとすりおろす（気にな

る人は皮をむいてもよい）。

　くず粉を分量の水でよく溶いて、レン

コンと混ぜる。

　グリーンピースと合わせた液体をミキ

サーにかける（大きな皮は取り除くが、

こさなくてよい）。

❷❶に塩をひとつまみ加え、小鍋で弱火

にかけ、絶えずかき混ぜながら火を通

す。とろみがついてきてから、５分以

上よく絞る。

　水でぬらしたカップなどに半量ずつ入

れて冷ましてから冷凍庫で冷やす。

❸卵に塩少々、砂糖、みりんを入れ、色

づかないようにぽろぽろの炒り卵を作

る。

　八方出汁は出汁に酒、みりん、薄口醤

油を１：１：１に混ぜたものを適当に

加えたもの。味加減はお好みで。

❹器に八方出汁をはり、❷を盛り付けて、

炒り卵をトッピングする。

グリ－ンピースの
レンコンもち風

わ
たし
の食改料理若

い
方に
もおす

すめ簡単夕食メニュ
ー

寺東

末益小百合さん

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定
2／19～3／20

2
月

3
月

●問い合わせ先
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報 2月10日現在

求人数 年 齢 賃　　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
1人 不問 時給750円 鮮魚調理販売員サンマート奈古店

2月分

19

21
23

24

25
27
28

2

3

6
7

8

9

10

11
12

13

16

18

19

20

土

月
水

木

金
日
月

水

木

日
月

火

水

木

金
土

日

水

金

土

日

阿武町栄光文化賞・阿武町っ子栄光賞授与式　9:30【町民センター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　14:00【福賀小グラウンド】
魚食普及料理講習会・漬物講習会　9:00【町民センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
議会運営委員会　9:00【委員会室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
山口北部土地改良区理事会・幹事会　9:30【第１会議室】
ひよこクラブ　9:30【ほっとハウスみどり】
誕生会　11:00【みどり保育園（本園）】
第３回阿武町生涯スポーツ推進会議　14:00【のうそんセンター】
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園（本園・分園）】
鳴き砂復活隊・清ヶ浜清掃ボランティア　9:00【清ヶ浜】
母親クラブ（お菓子作り）9:30【環境改善センター】
選挙管理委員会　9:00【旧教育委員会室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
健康相談（福賀）9:00【のうそんセンター】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
第５回町内生徒指導担当者会議　15:00【町民センター】
奈古婦人会総会　9:00【町民センター】
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】
すくすく相談（乳児相談）10:00【母子健康センター】
太極拳教室　14:00【町民センター】
山口国体・阿武町大会第２回実行委員会　14:00【役場会議室】
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】
自衛隊入隊激励会　13:30【会議室】
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
デイケア「青空会」9:30【町民センター】
阿武中学校卒業式　9:30【阿武中学校屋体】
福賀中学校卒業式　9:30【福賀中学校屋体】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
福賀婦人会総会　9:30【のうそんセンター】
バドミントン大会　8:00【体育センター】
宇田郷婦人会総会　9:00【ふれあいセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
のびのび健診（幼児健診：奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】
奈古小学校卒業式　9:30【阿武小多目的ホール】
福賀小学校卒業式　9:30【福賀小視聴覚室】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】
みどり保育園卒園式（本園）9:00【みどり保育園（本園）】
みどり保育園卒園式（分園）11:00【みどり保育園（分園）】
春の海鮮まつり　9:00【道の駅阿武町】



俳　

句

名
も
知
ら
ぬ
ま
ま
七
草
の
粥
す
す
る

こ
の
海
鼠
人
見
知
り
し
て
固
ま
り
ぬ

風
紋
の
凍
て
し
ま
ま
な
り
大
砂
丘

海
鳴
り
や
聚
落
を
覆
い
て
汐
吹
雪

初

詣

心

あ

ら

た

や

大

太

鼓

介

護

所

へ

通

う

赤

丸

初

暦

七
草
に
大
き
な
飯
碗
夫
に
買
う

一
病
の
俳
句
を
杖
に
去
年
今
年

い
い
風
が
吹
い
て
か
ら
か
ら
干
大
根

も
こ
も
こ
の
兎
の
毛
皮
街
を
行
く

魚
板
打
つ
音
に
も
な
れ
て
軒
つ
ら
ら

母
の
忌
や
母
の
名
を
呼
ぶ
冬
銀
河

寒
晴
れ
や
た
ま
さ
か
人
を
恋
う
外
出

ふ
る
さ
と
の
軒
千
本
の
氷
柱
か
な

初
雪
や
夜
の
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◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局

　役場総務課　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

２月の優秀作品

道の駅支配人道の駅支配人
新谷宏志さん新谷宏志さん
道の駅支配人
新谷宏志さん

ごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの 伊予柑

（いよかん）

　今月の旬のごっそーは、伊予柑をご紹介します。
　伊予柑は、伊予という名前から愛媛原産と思われ
るかもしれませんが、もともと阿武郡東分村（現：
萩市）で発見されたのが始まりです。当初は穴門み
かんと呼ばれていました。
　果皮は橙色で艶があり、厚いわりにはむきやすく、
果肉は柔らかくジューシー、甘みとほどよい酸味が
あります。そのままで食べるほか、マーマレードや
ピールにしたり、果汁でドレッシングやソースをつ
くるのも良いでしょう。ビタミンＣが豊富で風邪予
防に効果があります。
　また、香りがとても強いため、果皮を洗濯
ネットなどに入れて湯船に浮かべると、浴室
いっぱいにさわやかな香りが広がります。
　伊予柑の旬は１月～３月。道の駅物産直売所では
この時期、伊予柑や八朔、ぽんかんなどのかんきつ
類が並んで、さわやかな香りがたちこめています。
　なお、発祥交流館では、２月１９日から３月６日ま
で「お雛かざり」を開催していますので、みなさん
お誘い合わせのうえ、遊びに来てください。
◆問い合わせ先
　道の駅阿武町物産直売所   ☎０８３８８－２－２８２８

テーマ「１月」
タイトル「阿武
町は俺たちが守
る」
礒部孝広（東方）
●コメント：火
災や災害時に頼
りになる消防団
の勇姿です。

テーマ「自由」
タイトル「束の
間の夕日」
大野玲子（西の１）
●コメント：雲
の切れ間から、
真っ赤な夕日が、
白い漁船を照ら
していて見慣れ
た景色の再発見。

テーマ「自由」
タイトル「光と影」
蔵澄秀昭（防府
市）
●コメント：ま
ぶしい位の真っ
白い新雪に光と
影の織りなす自
然の美に魅せら

れて撮影。芽吹いた木や遠方に人影を入れたのは欲
張り過ぎと反省。

い　よ　かん

あな　と

な
ま
こ

む　

ら
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